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はじめに  

 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）という思いをこ

めて、社会的養護とその関連分野にさまざまな⽴場で携わる関係者が集い、相互のネットワーク

の構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意⾒を交わすことを目的に、毎年開催

してきた FLEC フォーラムも、今回で第５回になります。 

今年は、多くの方に会場にお越しいただき、また、4 年ぶりにレセプションを開催することが

できました。「家庭養護とその関連分野にさまざまな⽴場で携わる関係者が集い、相互のネット

ワークの構築・強化を図る」ことを目的とする FLEC フォーラムらしさを感じることができたフ

ォーラムだったと思います。また、オンラインからも多くの皆様にご参加いただきました。プレ

セッションも含めた参加者は 530 名に上り、これまでで最も多い参加を得て開催することができ

ました。関わってくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。 

今回の初日のプレセッションでは、昨年よりプログラムを１つ増やし、「人口減少地域等にお

ける児童家庭支援センターを活用した地域家庭支援」、「これからの社会的養育に必要な施策・

実践・研究の協働」の２つについて、議論をしました。 

続く 1 日目は、特別講演として、野田聖子前こども政策担当大臣より、こども家庭庁の創設と

こども施策への想いを熱く語っていただき、続く鼎談で議論を深めました。また、メインシンポ

ジウムでは、改正児童福祉法施⾏に向けた期待と課題について、特に子ども家庭支援を担う人材

の育成確保と財政措置のあり方を中心に活発な議論が⾏われました。 

2 日目の午前中は、久しぶりに分科会を復活させ、５つの分科会（「市町村機能強化の課題と

展望」「特別養子縁組の在り方〜特に学童期前半の子ども達について〜」「⾃⽴支援の展望」

「社会的養護におけるアドボカシー」「⾥親とファミリーホームを増やすための方策」）を開催

しました。また、午後のクロージングシンポジウムでは、社会的養護と障害児者施策の連携と協

働について、互いの資源を活用し合うために何が必要か、社会的養護と障害児者施策のそれぞれ

の⽴場の方に登壇いただいて、議論を深めました。 

令和 5 年 4 月には、こども家庭庁が発足し、今年 1 年は子ども基本法の施⾏、改正児童福祉法

の試⾏に向けて準備する重要な期間になると思います。私たちはこうした制度改正の動向を踏ま

え、その対応などを念頭に置いて活動しつつ、さらなる皆様とのネットワークを構築しながら、

皆様とともに、全ての子どもに家庭での生活を、という目標を達成するための歩みを続け、その

役割を果たしてまいりたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

このネットワークとフォーラムが、わが国のすべての子どもたちの未来を切り拓く⼀助となる

ことを切に願っております。 
令和５年３月 31 日 

全国家庭養護推進ネットワーク 
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FLEC フォーラムとは 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）とい
う思いをこめて、家庭養護とその関連分野にさまざまな⽴場で携わる関係者が集い、
相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意⾒を
交わすことを目的に、FLEC フォーラムを開催します。 

全国家庭養護推進ネットワークとは 

家庭養護とその関連分野の関係者相互のネットワークの構築・強化を図るととも
に、実効性のある施策について、志ある方々が、それぞれの主体間の垣根や主義主
張の相違を超え、横断的に交流、討議するプラットフォームとして設⽴いたしま
す。 

今回（第５回）の主なトピック 

＜プレセッション＞ 
人口減少地域等における児童家庭支援センターを活用した地域家庭支援 
これからの社会的養育に必要な施策・実践・研究の協働 
＜メインシンポジウム＞ 
改正児童福祉法施⾏に向けた期待と課題 
〜特に子ども家庭支援を担う人材の育成確保と財政措置のあり方を中心に〜 
＜特別講演・鼎談＞ 
こども家庭庁の創設とこども施策への想い 
＜パネルディスカッション＞ 
市町村機能強化の課題と展望 
特別養子縁組の在り方〜特に学童期前半の子ども達について〜 
社会的養護におけるアドボカシー 
⾃⽴支援の展望 
⾥親とファミリーホームを増やすための方策 
＜シンポジウム＞ 
社会的養護と障害児者施策の連携と協働への道〜互いの資源を活用し合うために
何が必要か〜 
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共同代表・幹事・設立発起人・事務局 

 共同代表 

潮谷  義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会⻑、社会福祉法人慈愛園 相談役、前熊本県知

事）    

柏⼥  霊峰（淑徳大学総合福祉学部教授） 

相澤   仁（大分大学福祉健康科学部教授） 

 

幹事  

相澤  仁（大分大学福祉健康科学部 教授） 

新井 淳子（⼀般社団法人 こどもみらい横浜会⻑） 

柏⼥ 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 教授） 

上⿅渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所⻑） 

北川 聡子（社会福祉法人⻨の子会 理事⻑、日本ファミリーホーム協議会 会⻑） 

佐藤まゆみ（淑徳大学短期大学部 こども学科 教授、早稲田大学社会的養育研究所客員上級研

究員） 

潮谷 義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会⻑、社会福祉法人慈愛園 相談役、前熊本県知

事）    

⻑田 淳子（⼆葉乳児院 副施設⻑・フォスタリングチーム統括責任者） 

都留 和光（⼆葉乳児院 施設⻑） 

橋本 達昌（全国児童家庭支援センター協議会 会⻑、⼀陽 統括所⻑） 

藤井 康弘（東京養育家庭の会参与、元厚生労働省障害保健福祉部⻑） ※代表幹事 

宮田 俊男（医療法人社団 DEN 理事⻑、早稲田大学理⼯学術院先進理⼯学研究科教授） 

ロング朋子（⼀般社団法人 ベアホープ 代表理事） 

 

設⽴発起人 ※設⽴発起人の肩書は設⽴当時（2019 年 2 月当時） 

相澤  仁（大分大学福祉健康科学部 教授）          

猪飼 周平（⼀橋大学大学院社会学研究科 教授）        

市川  亨（共同通信編集局生活報道部 次⻑） 

大谷 泰夫（日本保育協会理事⻑、元厚生労働審議官）       

奥⼭眞紀子（国⽴成育医療研究センターこころの診療部 統括部⻑）   

大日向雅美（恵泉⼥学園大学 学⻑）          

影⼭   秀人（影⼭法律事務所 弁護士）     

柏⼥ 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 教授）   
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上⿅渡和宏（⻑野大学社会福祉学部 教授） 

唐澤   剛 （元厚生労働省家庭福祉課⻑、元内閣官房地方創生総括官） 

木下 勝之（日本産婦人科医会 会⻑） 

榊原 智子（読売新聞東京本社 調査研究本部 主任研究員） 

笹川 陽平（公益財団法人 日本財団 会⻑）            

潮谷 義子（社会福祉法人 慈愛園 理事⻑、前熊本県知事）    

澁谷 昌史（関東学院大学社会学部 教授）  

土井 香苗（ヒューマン・ライツ・ウォッチ 日本代表）        

永松  悟（大分県杵築市⻑）                

⻄澤  哲（⼭梨県⽴大学人間福祉学部 教授）         

⻄島 善久（公益社団法人 日本社会福祉士会 会⻑） 

⻄田 陽光（⼀般社団法人 次世代社会研究機構 代表理事） 

野澤 和弘（毎日新聞 論説委員）    

林  浩康（日本⼥子大学人間社会学部 教授） 

板東久美子（日本司法支援センター 理事⻑）         

福井トシ子（公益社団法人日本看護協会 会⻑）    

藤井 康弘（元厚生労働省障害保健福祉部⻑）   

宮島  清（日本社会事業大学専門職大学院 教授）  

宮田 俊男（大阪大学産学共創本部特任 教授、医療法人社団 DEN 理事⻑） 

村木 厚子（元厚生労働事務次官）    

村瀬嘉代子（⼀般財団法人 日本心理研修センター 理事⻑）      

⼭縣 ⽂治（関⻄大学人間健康学部 教授） 

⼭本 詩子（公益社団法人 日本助産師会 会⻑）           

横倉 義武（公益社団法人 日本医師会 会⻑）   

横堀 昌子（⻘⼭学院⼥子短期大学子ども学科 教授）      

米⼭  明（心⾝障害児総合医療療育センター外来療育部⻑）   

 

事務局 

⼀般社団法人共生社会推進プラットフォーム 

理事⻑ 藤井 康弘 

事務局⼀同 
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開催概要 
 

 

〇プレセッション︓ 

2023 年 3 月 10 日 （⾦）   15:30〜20:00 

WEB（Zoom ウェビナー） & 事後動画 

〇フォーラム︓ 

2023 年 3 月 11 日 （土） 12:50〜18:00 

2023 年 3 月 12 日 （日） 10:30〜17:05  

早稲田大学国際会議場、１１号館 ＆ WEB（Zoom ウェビナー） ＆ 事後動画 

〇レセプション︓ 

2023 年 3 月 11 日 （土） 18:30〜20:30 

リーガロイヤルホテル東京 

〇主 催︓全国家庭養護推進ネットワーク    

〇共 催︓早稲田大学総合研究機構 

〇助 成︓ユニバーサル志縁センター 

〇対 象︓家庭養護の推進に興味・関心のある方はどなたでも 

〇参加人数︓ 

625 人（登壇者、招待、報道関係、幹事、事務局含む） 

530 人（登壇者、招待、報道関係、幹事、事務局を除く） 

   うち、プレセッションのみ 200 人、⼀般参加者 330 名 

 

〇Zoom ウェビナー参加者︓ 

プレセッション︓260 人 

1 日目︓147 人 

2 日目︓井深ホール︓144 人、分科会２︓54 人 

 

〇来場者︓ 

125 人（⼀般参加者） （1 日目受付 100 名＋2 日目の追加受付 25 名） 

 

〇レセプション参加者︓ 

92 人 

 

 



第５回 FLEC フォーラム報告書 

 
 

   

6 

 

プログラム 

 
 



  

7 

 

第５回 FLEC フォーラム報告

プログラム  

 

 

 
 



  

8 

 

第５回 FLEC フォーラム報告

プログラム  

 

 

 
 

 



第５回 FLEC フォーラム報告書 

 
 

   

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレセッション 

2023 年 3 月 10 日（⾦） 
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プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

  

 

柏⼥ 霊峰 
（共同代表／淑徳大学総合福祉学部教授） 
 

 

 

 
皆様、本日はコロナ禍第 8 波がようやく収束に向かい

つつある中、第 5 回目の FLEC フォーラムプレセッショ

ンに WEB 参加いただき、本当にありがとうございます。

本フォーラムの主催者である全国家庭養護推進ネットワ

ークの共同代表の 1 人である柏⼥と申します。今大会は

早稲田大学総合研究機構にも共催いただいております。

明日から第 5 回 FLEC フォーラムが本格的に開催されま

すが、本日はそのプレセッションの位置づけとなってお

り、全ての方に無料参加いただいています。本日は 200

名以上の方にご参加いただいております。本当にありが

とうございます。なお、明日明後日は 300 人以上の⼀般

参加の方にご登録をいただいております。これまでで最

も多い数になっているかと思っております。本当にあり

がとうございます。私からは、このプレセッション開催

にあたってのご挨拶と、明日からの本フォーラムの趣旨

について短くご説明を申し上げたいと思います。 

平成 28 年の児童福祉法改正において、わが国の社会

的養護においては、⾥親委託をはじめとする家庭養護が

原則とされ、さらに子どもたちのパーマネンシー保障と

いう観点から、特別養子縁組を推進する方向が明確に打

ち出されました。家庭養護を現場で実際に推進するため

には、様々な関係者相互のネットワークを構築、強化す

るとともに、それぞれの現場で関係者が共通認識の下、

密接に協⼒して、具体的な対策に取り組むことが必要と

なります。また今後は障害児施策や子育て支援施策、⺟

子保健施策、さらには学校教育等の関連分野との連携と

協働もますます重要性を増してきています。私たちはこ

のような認識の下、平成 31 年 2 月から年 1 回の FLEC

フォーラムを開催してきました。今回はその 5 回目にな

ります。折しも令和 4 年には、家庭養護をさらに推進す

る改正児童福祉法が公布され、令和 6 年 4 月から施⾏に

向けて現在精⼒的な準備が進められています。また本年

4 月には、こどもまんなか社会を目指すこども家庭庁が

発足し、こども基本法も施⾏されることとなっています。

そこで今回は、「家庭養護の推進と子ども子育て支援施

策の包括化に向けて」という大会テーマを設定し、こど

も家庭庁創設にご尽⼒された野田聖子前こども政策担当

大臣をお迎えしてお話を伺い、メインシンポジウムテー

マを、「改正児童福祉法施⾏に向けた期待と課題」とし

て討論を進めることといたしました。これまで通り分科

会も 5 つ用意し、クロージングシンポでは社会的養護と

障害児施策の連携、協働のあり方について話し合うこと

といたしました。なお今大会ではユニバーサル志縁セン

ターからの助成もいただいておりますことを感謝ととも

にご報告申し上げます。 

プレセッションではこれまでと異なり、かなり思い切

って 2 セッションとし、児童家庭支援センターの在り方

検討ならびに、ここ数年実施している社会的養育におけ

る施策・実践・研究の協働の在り方。この 2 つをテーマ

として採り上げることといたしました。企画内容の詳細

につきましては、それぞれの担当幹事である橋本氏、上

⿅渡氏から趣旨説明がありますので、ぜひご参加をいた

だければと思います。 

プレセッションは今回も WEB 参加のみとさせていた
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プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

だき、参加費無料で参加できるほか、事後動画の配信も

させていただくこととしております。なおこの企画に

WEB 参加され、有意義なひとときを過ごされた方々は、

ぜひ明日からのフォーラムもご参加いただきますようお

願いいたします。詳しい内容、参加方法については、共

生社会推進プラットフォームのホームページをご参照く

ださい。今日まで申し込むことができます。 

それでは皆様方のご協⼒により、実りある議論になり

ますようお願いをして、私の挨拶、趣旨説明とさせてい

ただきます。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 
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プレセッション① 

「人口減少地域等における児童家庭支援センターを活用した地域家庭支援」 

 
 
プレセッション① 
「人口減少地域等における児童家庭支援センターを活用した地域家庭支援」 
 
課題提起︓ 

橋本 達昌（全国児童家庭支援センター協議会 会⻑、⼀陽 統括所⻑） 

パネリスト︓ 

後野 哲彦（児童家庭支援センター もぜもぜ 副センター⻑） 

堀  浄信（児童家庭支援センター オリーブの木 運営管理責任者） 

砂⼭真喜子（児童家庭支援センター あすなろ 相談員） 

助⾔者︓ 

⼭口 正⾏（内閣官房 こども家庭庁設⽴準備室 内閣参事官）       

コーディネーター︓ 

大澤 朋子（実践⼥子大学生活科学部生活⽂化学科 専任講師） 

 

 

 

 

 

※本セッションは、令和４年度 子ども・子育て支援推進調査研究事業「人口減少地域等における

児童家庭支援センターを活用した地域家庭支援」の⼀環として実施しました。報告書等につい

ては、⼀般社団法人共生社会推進プラットフォーム または、全国児童家庭支援センター協議会

の HP にて公開しているものをご参照ください。 
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プレセッション② 
「これからの社会的養育に必要な施策・実践・研究の協働」 
 
パネリスト︓⻄郷 ⺠紗（HITOTOWA、早稲田大学社会的養育研究所 客員次席研究員） 
      佐藤まゆみ（淑徳大学短期大学部教授、 

早稲田大学社会的養育研究所客員 上級研究員） 
      中村 豪志（早稲田大学社会的養育研究所 研究助手） 
      上村 宏樹（⼀般社団法人無憂樹 代表、 

早稲田大学社会的養育研究所 客員次席研究員） 
      福井 充 （福岡市こども家庭課 係⻑、 

早稲田大学社会的養育研究所 招聘研究員） 
      藤林 武史（⻄日本こども研修センターあかし センター⻑、 

早稲田大学社会的養育研究所 招聘研究員） 
 
 コーディネーター︓ 

上⿅渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所⻑） 
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